
 
 
 

第 42 回化学クラブ研究発表会 
 

講演予稿集 
 

会 期 2025 年 3 月 25 日（火）9:40～16:00 

 

会 場 芝浦工業大学 豊洲キャンパス 

 

● 口頭発表 

● ポスター発表 

 

 

 

 
 
 
 
 
主 催 日本化学会関東支部 
後 援 文部科学省 
 



第 42 回化学クラブ研究発表会プログラム 

主催：日本化学会関東支部 後援：文部科学省

１．会 期 2025 年 3 月 25 日（火）09:40 ～ 16:00 

会 場 芝浦工業大学 豊洲キャンパス 

２．プログラム 

09:40-09:50 開会式（大講義室） 

10:00-11:45 口頭発表（口頭Ａ～Ｃ会場） 

11:45-13:20 昼休憩 

13:20-14:50 ポスター発表（ポスター会場） 

15:10-15:25 エキシビション（大講義室） 

15:30-16:00 閉会式・結果発表 

３．発表プログラム 

口頭発表(21 件) 
1 件につき 15 分（発表 10 分・質疑応答 4 分・切り替え 1 分） 

口頭Ａ会場 

A1.（10:00-10:15）ビスマス結晶の色の変化について 

（芝中学校 芝高等学校）○直井大士・長尾優輝・原田玲・宮嶋息吹・山浦航遥 

A2.（10:15-10:30）Belousov-Zhabotinsky（BZ）反応 

（田園調布学園高等部）○河合凜奈・○小嶋悠楓・○藤井莉奈 

A3.（10:30-10:45）銅（Ⅱ）イオンと亜鉛の反応速度に関する研究 

（武蔵中学校）○萩原成礼 

A4.（10:45-11:00）安定性の高い無電解銀めっき浴の検討 

（開成高等学校）○張尽意・星野瑞貴・奥町日路 

A5.（11:00-11:15）アスコルビン酸の黄色変色における溶液の条件が与える影響 

（千葉県立千葉東高等学校）○島﨑陸・峰凛太朗・山嵜太郎 

A6.（11:15-11:30）尿素による糖の溶解量増加のメカニズムの解明 

（東京都立立川高等学校）○大林伶央奈・○小山修吾・○瀨川晶 

A7.（11:30-11:45）水素イオンによるヨウ素時計反応の誘導時間への影響 

（千葉県立長狭高等学校）○安西眞歩・西辻唯吏愛 



口頭Ｂ会場 

B1.（10:00-10:15）ミルクの泡立ちの違い 

（跡見学園高等学校）○三澤美来 

B2.（10:15-10:30）凍結解凍法を用いたポリビニルアルコール水溶液のゲル化と セルロースを基材としたヒド

ロゲルの調製 

（東京都立科学技術高等学校）○三井愛結・○吉野礼人・○渡辺陽 

B3.（10:30-10:45）生分解性プラスチッのけん化時における活性化エネルギー 

（城西大学付属川越高等学校）○山岡夢來 

B4.（10:45-11:00）泳ぐ人工イクラの運動Ⅳ －ゲル周囲の水溶液の流れの可視化－ 

（茨城県立日立北高等学校）○山口颯太・川上颯翔・篠原翼・富岡海斗 

B5.（11:00-11:15）スライムで太陽電池の性能向上に挑戦！ 

（山梨県立甲府南高等学校）○井上湊太・○高雄朝陽・○重田結衣・○長田幸穂 

B6.（11:15-11:30）身近な酸を用いるポリアニリンの合成 

（茨城県立土浦第一高等学校）○薮内智悠・○金子拓生・○斎藤悠史・○上津原聖介 

B7.（11:30-11:45）洗剤を用いた水性ペンの落ちやすさの研究 

（日本大学第三高等学校）○宇都宮律希・古池谷柚海 

口頭Ｃ会場 

C1.（10:00-10:15）タマネギから抽出したケルセチンの紫外線による変化の測定 －植物由来の紫外線吸収剤へ

の応用を目指して－ 

（東京学芸大学附属国際中等教育学校）○八代由芽・○山本真優 

C2.（10:15-10:30）Reimer-Tiemann 反応を用いるバニリンの合成における位置選択性の考察 

（浅野高等学校）○宇治原陸・名取佑・剱持志斗 

C3.（10:30-10:45）カラシナで世界を救う！～病害防除とファイトレメディエーションの実現に向けて～ 

（成田高等学校）○湯浅義大・名取香葉・荒野心太郎・安藤大輝・梅田翔成・西村優山・古

津侑大・椿瑠希 

C4.（10:45-11:00）1HNMR および 13CNMR を用いたフルクトースの甘味の温度依存性に関する考察 

（茨城県立日立第一高等学校）○野内陽向 

C5.（11:00-11:15）手軽に木材を分解しよう！ 

（東京都立国立高等学校）○長谷川泰知 

C6.（11:15-11:30）効率よく頭痛薬から湿布薬を合成する方法の探索 

（流通経済大学付属柏高等学校）○大工原斗夢・髙橋旺雅・渡邉壮太・丸山匠 

  



C7.（11:30-11:45）溶液で見えるチンダル現象の研究 

（栃木県立足利高等学校）○赤間煌惺・○石江翔 

口頭発表 エキシビション(1 件) 

大講義室 

EX.（15:10-15:25）疑似濃淡電池の反応機構の解明 

（静岡県立清水東高等学校）○大迫悠暉・○中村優心 

ポスター発表(33 件) 
13：20-14：50 

ポスター会場 

P01.（13:20-14:50）廃棄アクリル板のリサイクル 

（東京都立科学技術高等学校）○小玉明奈・○佐藤瑠星 

P02.（13:20-14:50）こんにゃくのゲル化メカニズムとコンニャクグルコマンナン繊維の研究 

（群馬県立太田女子高等学校）○青木麻央・○小林瑶季・○根岸泉美・髙瀨琳子・大須賀結

衣・平石優空 

P03.（13:20-14:50）光る人工いくら 

（立教池袋中学校）○荒井辰夫・○白崎嵩晃・○伊藤玲 

P04.（13:20-14:50）スライムに電解質を混ぜた時の流動性の違い 

（東海大学付属市原望洋高等学校）○夏目誠也・○佐粧拓斗 

P05.（13:20-14:50）野菜くずの活用によるベジブロスの効率的な成分抽出法の開発 

（玉川学園高等部）○増田乃愛・○伊藤瑠哉 

P06.（13:20-14:50）NaCl 水溶液に AgCl の白色沈殿ができる濃度の定量分析は可能か 

（東京都立立川高等学校）○榊原侑・○福嶋晴和・○松岡瑠美・○横川沙也子 

P07.（13:20-14:50）キャベツパウダー成分(β-アラニン・アルギニン)がカイコ・シルクに与える影響 

（樹徳高等学校）○吉田ひかり・○宮海越木・○森田結翔・○山﨑健心・○池田悠桔・○岩

﨑遥叶・○安田桜太朗 

P08.（13:20-14:50）ニトロセルロースを使った花火の作成 

（東京都立国立高等学校）杉本佑樹・○長谷川泰知・○堀井肯・○和田実頼 

P09.（13:20-14:50）ルミノール反応を触媒する添加物及び溶媒による発光特性の変化の調査 

（芝浦工業大学附属高等学校）○駒井真・○中島春香・○松前寿奈 

  



P10.（13:20-14:50）再結晶の条件とその後の広がり方 

（本庄東高等学校）○松尾桜瑠・千島吉智・吉見月煌・伊東亮輔・梅野千咲・渡邉武尊・黒

澤彩名・石神裕太郎 

P11.（13:20-14:50）チョークの再生 

（富士見中学校）○木村瑳希・○南谷麻葵・○清水雪那 

P12.（13:20-14:50）尿素樹脂の作成 

（立教池袋高等学校）○餅谷莉久・○金結 

P13.（13:20-14:50）凝固点降下に与える分子構造の影響 

（茨城県立日立第一高等学校）○鈴木絢也 

P14.（13:20-14:50）カメラによる化学発光の簡易測定 

（玉川学園中学部）○近藤悠成 

P15.（13:20-14:50）電子レンジを用いた青銅の生成と形成 

（茨城県立土浦第一高等学校附属中学校）○矢野新・○髙橋寛明・○清野陽太・○宇佐美唯

斗・○神山琉貴・○横山湊 

P16.（13:20-14:50）デデンデンデデン発電電  ～高層培地発電装置を用いた発電菌の理想環境の調査～ 

（東京都立多摩科学技術高等学校）○森源太 

P17.（13:20-14:50）鉄さびを用いた色素増感太陽電池の作製 

（立教池袋高等学校）○高橋頼彬 

P18.（13:20-14:50）カゼインプラスチックの加工性向上 

（東京都立多摩科学技術高等学校）○佐々木奏大・○島井悠佳・○今木芹那・○宇田川ほの

香 

P19.（13:20-14:50）短誘導期ブルーボトル反応の実現とその条件 〜『楽しく』『安全に』子どもたちが実験で

きるように〜 

（千葉県立長狭高等学校）○齊藤総志・鈴木健介 

P20.（13:20-14:50）割り箸からより良い紙を作れるのか 

（富士見中学校）○平澤由菜・○石田凪沙・○水野さくら 

P21.（13:20-14:50）デンプンの加水分解に最適な固体酸触媒の研究 

（茨城県立緑岡高等学校）○大久保美瑳姫・○久米雄大・○杉浦啓太・○野口晃奨 

P22.（13:20-14:50）リボーンベジタブルの効率化 

（玉川学園高等部）○佐藤裕心 

P23.（13:20-14:50）有機リン中毒解毒剤 PAM の合成に関する研究 

（浅野高等学校）○程祉曄・小泉陽翔・茶木智史・李嘉逸 

  



P24.（13:20-14:50）吸光度を用いた乾燥コオロギに含まれる水溶性タンパク質の量の調査 

（芝浦工業大学附属高等学校）○村田匠・木村弘毅・犬飼秋宝 

P25.（13:20-14:50）金樹の作成法の改良と定量的な評価への挑戦 

（東京都立小石川中等教育学校）○三宅明信 

P26.（13:20-14:50）ビスマス骸晶の作成について 

（立教池袋中学校）○林雅春 

P27.（13:20-14:50）BDF 材料についての研究 

（茨城県立緑岡高等学校）○影井さやか・○竹村大知・○加藤玲哉 

P28.（13:20-14:50）環境にやさしいパンケーキの開発 

（跡見学園中学校）○芳賀春花・○中里夢花・○塙明香里・○牧千紘 

P29.（13:20-14:50）カビ色素を用いた色素増感太陽電池の可能性 

（安田学園中等学校）○湯田凜・○福田心春 

P30.（13:20-14:50）電気花火Ⅱ 

（跡見学園高等学校）○佐保初音 

P31.（13:20-14:50）火薬を使わない線香花火 

（千葉県立柏高等学校）○鈴木康陽・○兼杉悠生 

P32.（13:20-14:50）カロチノイド系色素の抽出と酸化条件下におけるそれらの反応性の観察 

（流通経済大学付属柏高等学校）○林悠風・渡部翔大・阿子島和奏・市川朝陽・後藤美那 

P33.（13:20-14:50）塩酸による旨味成分の抽出 

（千葉県立柏高等学校）○吉田晴輝 
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